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緒言

木材の扶乏しつつある折から，あらゆる木材をそのJ:11l化串的性般に肱じて合現的に利

川するととが必要で、，木材のttf朽に封ずる閥心ももっと出iめられるべきであるとの見解か

ら本研究に着手した。

犬然'I~詰ー朽木材の化率的車n.成については，さきに報告のしたが， とれを利JIjする場合に

その腐朽の科度が簡単にわかると便利である。たとえばパルプを浩る場合に原本の腐朽の

粍度，腐朽木材の混合割合などがわかると，薬i夜v't生tTやJ.!f:煮の保件などをi曲賞に加減す

るととができる。また本誌建築物は腐朽によって強度を減少するが，その1斜;¥1が困難であ

るため， ときjなり忠わね災害者とひき起すととがある。 したがって趨確な樹朽度のiJllj)tは災

害ρ孫防上に依くべからざるものである。建遺物の'tJS朽度は直接部材の強度をiJ1lj.)tしてき

めるのが斑想的であるが，建遺物をと破壊しないでとれをiJlIj定すると，!:は困難である。そこ

で、部材の破壊を主主Jj、に， しかもできるだけ短時間にかつ精度のある方法が考えられねばな

らない。とれらの必要から案出した2つの腐朽度測定法，すなわちアルカリ泊費量による

化率的方法と釘保持力による物~tll的方訟の 2 方法について攻究した。物理的方法は次報に

ゆやりととには化事的方法Dみについて述べる。

木村が腐朽する.とき，その化・撃的経i成は菌の和類によりそれぞれ異なった礎化をする

が，アルカリ可博物の量は腐朽型と閥係なく腐朽の進むと共につねに増加!の傾向を示して

いるので腐朽度判定の基準としての慣値が大きい。 し!かし分析による腐朽度測定法は相首

長の戸時午と時titlを必要とする。そとで筆者等は少量の試料を稀アルカリで加熱属現し，そ

のとき消費されたブ'ルカリの長を滅i)t法によって迅建に定量し，アルカリ泊費売:と事11成と

の闘係を検討した結果，木村は腐朽するほどアルカリ泊費量が増加するととを確認するこ

とができ7たζ。

とのアルカリ泊泊、費量と容右材松I1l童4必守よび

カリj消肖i費貨量とf株腐品荷f朽の科程-度， ととに腐朽木材の化率的車n成との闘係をI切らかにして， 腐朽度

，、、，

測定詰ーの基礎的資料を提出し， さらにとれを森林俄道の本橋の腐朽診断に暗証11した結果に c 

ついて報告する。

との研究佐行うに蛍って御援Jl)Jを:いただいた札幌，秋川トH皆林局に封し深甚の謝意を

表するものである。なお費用の一部は支部省科態研究費によった。



.， 

へ..， 

(153) 

1.測定方法

案出したiW以:法は腐朽度をと測定すべき本粉約O.lgを100cc共栓三角フラスコにとり，

とれに O.lNNaOH溶液15ccを加えてー・定時1m湯浴上で、加熱し，冷却後ウラニン (0.1%

水j~液敢泊j) を指示薬として，未反艇のブ'ルカリを臨酸で泊定し，はじめ加えたアルカリ

の萱と建イf.:fil との-1Ç~を全泊費量とし，とれから試料 O.lg に封ずる泊費量を算出して腐朽

度判定に資せんとするにある。

盛光指示薬を川いたのは，腐朽木材， ことに方、腐れの材をアルカリi街夜で廃刊すると

濃赤制色にi容出するため， フエノールブグレインのような赤色の指示薬では境色駄を明確

に判定できないので，着色液中で、も鑓化をみとめうる怪光指示薬をTJjいた。

指示嘆にはウンベロフエロンのように盛光の泊現ずる pH が 6.5~8.0 で， しかも盛光

が強く， 0.01% のアルゴールi桁夜 1~2 拡jでブこりるものをと用いる方がよいようではあるが

宮教室にあり，水府性にして盛光の礎化ずる pH(3.0-5.0 :無色→株色)も使用に可能な

範阿であるのでとれをJ1jいた。

II. 測定結果

iJliJ5立に供した試料はすでに化率的車11成')のl切らかにされた数種の腐朽木材で， とれに

との方法左越JJjしてアルカリ消費量を測定した結果は第 1表~第9去のようである。な沿

mいた試料の大きさは 42~80 meshで・あった。

IlI. 測定結呆の考察

賓験結果によるとアルカリ泊費量は 1%NaOH抽出物の量とほぼ平行して増減してい

るが反針。とともある。とれをそれぞれの去について吟味すると

第 1去 エゾノコシカケによって腐朽したエゾマツ材では Ao健全材と Al縫色材のア

ルカリ抽出物の責が同じであるにもかかわらや30分力n熱 2時11lJ加熱とも Ao健全材。ア

ルカリ消費量D ノぢが小さい。またA2のアルカリ消費量の順位はアルカリ抽出量のそれと

異なっているが， との材のセルローズやリグニンの順位もまた同校に特異で、あるととと共

に注目に値する。 30 分加熱と 2 時1m加熱との泊費量の;I;~はA。から A3 の間では著しい捷化

はみられないが，健全材より腐朽木材の方が大きく菌coJ4i離した白色織維版物んでは健全

材Aoの約5俗に達している。概してアルカリ消費量は腐朽が進むにしたがってNaOH抽

出物の量と平行して哨加し，力n熱時/HJによる泊質量の完も腐朽の進んでいるものほど大き

くなる{頃向カZある。

第2去 ヱゾグケによって腐朽したアカエゾ、マツ材でも，アルカリ消費量は腐朽が進
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)第 1表 エゾノコシ力ケによって腐朽したエゾマツ材の成分とアルカリ消費量との関係

Table 1. Relation between chemical巴ompositionof y，ezomatsu spruce (P'伽 α
タzoe冗拍 CARR.)decayed by Fo仰 s.iezoensis TOCHlNAI et KAMEI and 
volume of dilute alkaline solution consumed by the decayed wood 
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0.50 1.22 
1.24 

1.58 

平均
Average 

2時間加熱
Heated for 2 hrs. 
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1.00 

0.72 
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炭
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0.55 1.55 
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1.00 
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13.77 

2.20 1.66 
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2.08 51.24 
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6.85 

1.49 

4.27 

1.46 

4.27 

21.02 

60.38 

1.73 

3.34 

リグニン

Lignin 

容積重

Volume 
weight 

試料記 2虎

Mark of sample 

Ao 0.42 

55.78 27.76 48.80 0.42 A1 

2.44 50.00 29，84 49.29 0.37 
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22.62 
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第2表 エゾタケによって腐朽したアカエゾ、マツ材の成分とアルカリ消費量との闘係

Table 2. Relation between chemical composition of Akayezomatsu spruce (Piceα 
Glehnii MAST.) de巴ayedby Polyporu8 bαlsαmeus PK. and volume of 

diIute alkaIine solution consumed by the decayed wood 

b 

差

Difference 

|アルコーノレ
lィンゼン:1;:6 NaOH 

セノレローズ|抽出物:抽出物
Cellulose I Alcohol・ 1%NaOH 
i benzene soluble 
soluble 

成分
Chemical ω.mposition (%) 

リグニン

Lignin 

1.49 0.89 
0.59 1.48 

1.47 

1.24 
0.51 1.26 

1.28 

1.34 

0.75 

0.38 

0.52 

0.75 

0.99 
1.36 

1.89 

12.34 1.95 58.94 27.63 
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Mark of sample I Volume weight 
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1.89 
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第3表 !、ト、、マツオオウズラタケによって腐朽したアカエゾ 7 ツ材¢成分とアルカリ消費量とむ閥係

Table 3. Relation between chemicalωmposition of Akayezomatsu spruce (Piceα 
Glehnii MAST.) decayed by Polyporu8 bαl8αmeU8 PK. and volume of 

dilute alkaIine solution consumed by the decayed wood 

平均
Average 
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1.48 
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4.33 

1.45 

3l臨器
[。ー

4.37 

1.44 

3.83 
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1.48 

0.89 
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3.36 
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Mark of 
sample 
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第 4表 カイメンタケによって腐朽したトドマツ材む成分とアルカリ消費量との閥係(そむけ

Table 4. Re1ation between chemica1 composition of Todomatsu fir (Abi・es

MαHγtαnαM. et K.J decayed by Polyporu8 Schwe伽itziiFR. and vo1ume 
of dilute a1kaline solution consumed by the decayed wood (I) 

。

(
]
戸
町
吋
)

成 分 O.lN NaOHの消費量
Chemica1 composition 1%) Vo1ume of consumed 0.1 N NaOH Icc/O.lgJ 

試料記披
容積重

3時間加熱
Mark of Vo1ume 

レ ノしe ン・抽ペ出ン NaOH I Heated 30mins. I Heated 2 hrs・ 差 Heated 1 hr. Heated 3 hrs. 
samp1e weight 炭素リグニンローズ物 抽出物測定値 測定値 J 測定値

制定依|carbon Lignin cdl-AlcohoトvOMerM 平均 01:，';;:，平均 Differ-11 (51:;;;:平均 Obser- 平均~間elve〔1Average ved Avem伊 lence ved Mage ved iAverage 
solub1e 1 "V，~U，<> 1 value 1 1 va1ue 11 va1ue va1ue 

084 1.23 1.68 
Do 29.05 59.20 0.56 9.50 1.15 I 1.59 

0.81 1.23 1.11 149 

1.00 1.45 1.26 1.70 
Dl 0.47 1 49.43 27.14 56.77 7.54 14.74 1.01 1.45 0.44 1.28 1.68 

1.02 1.45 1.65 

2.97 4.16 373 434 
D~ 0.34 50.98 37.16 40.16 5.16 42.50 2.98 4.17 1.19 3.73 4.33 

2.98 4.17 3.73 4.31 

3.81 
Da 0.29 52.03 45.56 32.36 3.72 4045I311422111  3.80 4.49 

3.11 I 4.20 3.79 4.48 

3.23 I I 4.25 3.83 4.43 
D{ 0.33 53.93 56.75 3.24 国| 3.83 4.45 

4.47 
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第5表 カイメンタケによって腐朽したトドマツ材の成分とアルカリ泊・費量との関係{その2)

Table 5. Relation between chemical composition of Todomatsu fir (Abw8 
Mα，yrianαM. et K.) decayed by Polyporu8 Schweinitzii FR. and volume 
of dilute alkaline 8Olution consumed by the decayed wood (lI) 

成 分 O.lN NaOHの消 N費aOH量(ccl 
ChemiC!11 composition (%) 

Volume of consumed 0.1 N NaOH (cc!O.lg) 

試料記貌 容積重 30分加熱 2時間加熱
Heated 30 mins. 日eated2 hrs. 

Volume ベンゼン NaOH 差
Mark of sample 

weight 衆品，rbo素n リタユン セルローズ抽出物 1摘716fH物
O測bs定erv値~I 平均Lignin I Cellulo舵 AIωhol-11% NaOH Observed 平均 Difference 

benzene 1 soluble ~aï~~"'U I Average ~';.I~~"'U I Average 
801uble 

0.56 0.64 
Do〆 0.39 49.72 27.92 58.18 2.99 11.71 0.57 0.65 0.08 

0.57 0.65 

0.59 0.62 
D/ 0.44 49.26 28.02 59.70 11.74 0.59 0.62 0.03 1.92 

0.59 0.62 

2.88 3.97 
Dl 0.39 51.13 41.97 40.53 3.69 35.99 2.87 3.93 1.06 

2.85 3.89 

3.23 4.25 
Dピ 0.33 53.93 56.75 19.02 5.10 44.83 3.24 4.27 1.03 

3.24 4.28 
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キカイガラタケによって腐朽したエゾマツ (Hl，H2， I!a)および
トドマツ材(!Lt)(l)成分とアノレカリ消費量とむ闘係

Table 6. Relation between chernical cornposition of Yezornatsu spruce (P. jezoen8i8 CARR.) 
and Todornatsu fir (A Mαyriαnα. M. et K) de巴ayedby Lenzite8 8ep似 γ似 FR.
and volurne of dilute alkaline solution cousurned by the decayed wood 

第6表

u 

(
同
日
申
)

成 分 0.1 N NaOHの消費量
Chernical cornposition (%) Volurne of consurned 0.1 N NaOH (巴巴/O.lg)

試料記競 容積重 |ア日一 30分加熱 2時間加熱

Mark of 
セ ノレノレ・ペン 1%NaOH Heated 30' rnins. Heated 2 hrs 差 Heated1 hr. 

Volurne 炭Carbo素n リクd ニン 口{ユキゼン抽出 抽出物sarnple 
明駒 山白1-lTM Differ- 測定値

Obser- 平均 Obser- 平均 ~;;~; 11 Ob鈎r~1 平均値ulose 1 b~~~-;;~ I soluble ved I Average ved I Average vvaelud e l | Avemge 
soluble ! value value 

健 金

49.54 26.65! 58.15 
エゾマツ材

0.35 18.11 0.44 
0.47 

0.98 0.99 0.52 0.72 0.65 Sound 0.50 1.00 0.57 
Yezornatsu 

I 51.82 H1 5.87 2.51 3.23 3.10 
0.20 49.64 33.94 I 39.35 2.57 2.54 5.59 3.41 0.87 

3.25 3.18 

Hミ 0.26 49.61 32.61 38.76 4.74 45.42 
2.25 2.25 3.12 3.20 0.95 3.17 

3.08 
224 3.28 2.99 

H3 0.24 48.26 ' 32.11 5.36 2.20 2.22 
2.79 

2.77 0.55 2.34 2.41 2.23 2.74 2.48 

健 全
トドマツキ;;f 0.79 0.78 1.08 
Sound 0.37 0.77 1.07 

1.08 

Todornatsu 

H4 0.31 48.67 28.59 56‘20 0.96 11.75 0.12 0.13 0.50 
0.49 0.36 

0.43 。目42
0.14 0.48 0.41 



.7表 ヒノキの腐朽木材および古材¢成分とアルカリ消費量とむ関係
Tahle 7. Relation between chemical composition of decayed and 

old Hinoki cypress (Chamαecypαris ObtU8αs. et Z.l and volume 
of dilute alkaline solution consumed by the wood 

(
尿
苔
〕

Sample 

容積重

Volume 
weight ! 炭素

Carbon 

試料

比較健全遁材
Sound wood 

ao 
qo 
A
V
 

唱。

e

材

∞

材

d
.明

木

川

)

古

吋

n
剛

f
叩

仏

寺

刊

げ

t

p

(

E

日

本

問

一

隆

d
問

腐
h

法
印
刷

58.16 

5055 

成分
Chemical composition (%J 

0.1 N NaOHの消費量
Volume of巴01lSum陪d0.1 N NaOH (cc/0.1g) 

30分加熱
Heated 30 mins. 

13.92 

値

d
l
一

t
w
h
一

m
尉

j
h引

a
一

0

0

湖
町
白
一

平均
Average 

3.15 
54.15 7.47 12.71 57.49 

3.23 

27.20 51.02 26.95 

差

平均 IDifl'erence 
Average 

0.68 
0.84 

0.88 

3.19 
4.04 

4.03 

0.68 
1.10 

1.16 

0.86 

4.04 

1.13 

0.18 

0.85 

0.45 
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第8表 サワラの腐朽木材の成分とアルカリ消費量との関係

Table 8. Relation b巴tweenchemical∞mpωition of Sawara巴:ypress(Chamαecypαγis 
pisiferαS. et Z.) de巴ayedby brown rot fungi and volume of 

dilute alkaline solution consumed by the decayed wood 

成 分
O.lN NaOHの消N 費量

Chemical composition (%J Volume of consumed 0.1 N NaOH (ccjO.lg) 

試料記競 容積重
30分加熱 2時間加熱

Mark of Volume 1% NaOH 
Heated 30 mins Heated 2 hrs. 

差

sample weight 
炭Carbo素n 

リグユン (セノしローズ 抽出物 測定値 測定値Lignin 白 llul鵬 1% NaOH Observed 
平 均 Observed 平 均 Differen巴e

soluble value Average value Average 

健全材
0.99 1.42 

Saund wood 
0.30 1.00 1.43 0.43 

1.01 1.43 

腐朽(G木ョj※材
2.80 3.31 

0.10 64.53 73.73 10.20 53.40 2.81 3.34 0.53 
2.81 3.36 

※終黙不明際

End point was. obsecure 

(
岡
市
町
同
)
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)第9表 アカエゾマツおよびエゾマツ腐朽木材の成分とアルカリ消費量との闘係

Table 9. Relation between chemicaI巴ompositionof de巴ayedwood and 

volume of diIute alkaline solution consumed by the decayed wood 

C山

O.lN NaOHの消費量
Volume of consumed 0.1 N NaOH (cc/O.Ig) 

容積重
種菌種キオ

3.17 
0.60 3.18 2.58 

3.18 2.58 

4.IO 3.54 
0.54 4.09 

4.08 
3.55 

3.56 
63.08 

リグェン

Lignin 

45.15 

一

0
6

一

5

一

M

一

組

一

A
V

R

R

 

ケ

8
F

戸

3
E

9

M

h

M

M

iソ
加

8

ゅ
，
ク
μ

w

n

ほ

r
.命
@

勿

b

ン
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〆
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間
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ゐ
・
如
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、
、
一
日
開

ィ

向

制

ナ

M
句

カ

h

l

内

ν

引

u

s

l

 

炭素
Carbon 

Volume 
weight 

Fungi Wood 

エゾマツ ※ 
Yezomatsu 
spruce 

アカエゾマツ梼

Akayezomatsu 
spruce 

51.28 0.29 

62.37 0.29 グ* グ

0.22 1.06 
1.04 

0.84 
0.84 

0.42 Sound wood Ij 

1.08 0.84 

Partially rotted 

Completely rotted 

中期程度の腐朽

末期的腐朽

C 

※ 

* 
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むにしたがって 1%NaOH抽出物の量に千行して増加している。 同健全材、のアルカリ抽

出物量が特に多いのは，樹脂分の影響782アルカリ泊費量に本託けるより多く現われるためと

も考えられる。加熱時聞による消費量の差は規則的で、はなかった。

第3表 トドマツオオウズラダケによって腐朽したアカエyマツ材でも，アルカリ泊

費量はやはり鳴.朽が進むにつれて増加lし加熱時聞による消費量の差も次第K増加する一

般的傾向にあるととを明らかに示している。ただC1J.l<.喰材が特異で，そのアルカリ抽

出量やアルコ{ル・ベンゼン抽出物量が多いにもかかわらや，アルカリ泊費量が健全材Co

よりも少ないことはその容積重が大きいととと共に注目に値する。

第4去 カイメングケによって腐朽したトドマツ材は第1群と， とれに成分合有率か

ら考えて第 1群の末期Dsよりも腐朽が進んで、いると考えられる D乍を加えてー去にまと

めて検討した。とれによってもまたアルカリ、消費量は腐朽の進むにしたがって増加し，必

やしも 1%NaOH抽出物の景には比例していない。とれを組成から判断すると，アルカリ

消費量のJ;が腐朽度判定の指針としてむしろアルカリ抽出量にまさるように，目、われるもの

泊Zある。

第5表 カイメングケによって腐朽したトドマツ材第2群は第4去とほぼ、同じ傾向を

示している。 D'lは授色材でるるが分析値，容枝豆:などから考えるとイヒ準的には全<jまか

されていないととがわかり，アルカリ消費量も明らかにとれを示している。

第6表 キカイガラグケによって腐朽したエグマツ必よびトドマツ材は同一樹幹から

のものでなく， しかも腐朽の殺度が近いので・その腐朽段階の11蹟序は明らかで、ないが，アル

カリ消費量は 1%NaOH抽出物ρ長と平行している。 H4ほとの菌により一部費色した程

度のトドマツ材で成分，アルカリ消費量:とも局部的な腐朽をのぞけば健全材と礎りたいと

とを示し，そのアルカリ消費量が甚だ少ないととも明らかにとれを誰明している。

第7表ヒノキの鴎

用いてあつた丸桁でで、約 1臼20∞O年前のものでで、あるo、法隆寺のこの積古材はすでに研究刊6〉J〉せ
られて，その強度はほとんど礎化していないものと断定されている。 ことに用いた材もす

でに帯掲色(ふるぴた感じ)であるが少なくとも肉眼的には腐朽らしいものは認められ

や，いまだにヒノキ材の特香が残っていた.分析の結果はセルロ{ズがわ歩、かに少友く，

1% NaOH抽出物が増加しているとみとめられるととから，長年月間!の空気による間変化，

あるいはパクテリヤなど徴生物による表面の礎化なども考えられ，セルローズは多少控質

した部分もあると忠われる。との結果は三好7)D賓験と一致しているが，久保.5)はX線に

よる研究でほとんど鑓化していないととをみとめている。しかし強度試験の結果と，筆者

等の行ったアルカリ消費量の少ないととからは，明らかに健全で、あると判定できるもので

義早稲岡大拳数授十代岡三郎博士の御提供による
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ある。ととにJないてもアルカリ消費量と 1%NaOH抽出物の量とが必十しも千行でないと

とを示しているが，とのアルカリ消費量が強度に封する指針となれば建築物部材の強度の

判定に役立って好都合で、ある。後に報告するアルカリ消費量と釘保持力との聞には一定の

閥係があり，釘保持力の抗!民強への換算式も考えられているから，強度もアルカリ泊費量か

ら判定できるととに訟る。なゐ加熱時聞による泊費量の設は健全材がもっとも少たく古材，

腐朽木材の順となっている。とれは三好の報告7)によると，健全材のpHが千均6.5であ

るのに古材のは 5.8~3.9 であれ しかも古いものほど低い傾向があることが明らかである

ととからも容易に理解しえられる。主主ゐ古材や埋木の研究ヘ11) は腐朽~~1による木材の分解

との間に共通の問題をもっていて，腐朽木材の研究には囲内い参考となるものと足、われ

る。

百~8 ，.....， 9 去にはそれぞれカイメングケ，ナミダグケな Eにたかされたアカエゾマツ，

エゾマツ，サワラたどを示したが腐朽するほどアルカリ泊、費量が多く，かつ時聞による消

費量:の差のたきいことも一般の場合と一致している。

以上の結果を総合すると

1. 健全材のアルカリ消費量:は :10分加熱の場合は 1cc以下で， 加熱時I1¥Jによる増加1

量も甚だ少ない。

2. 腐朽につれで木材のアルカリ消費量は次第に増)JIIし，加熱時1mによる増加量も増

加の傾向が}えである。通常 1%NaOH拍同物の量と千行するが必やしも一致しない。その

場合，組成などから考えると腐朽度判定の指針として，むしろアルカリ消費量巴よる方が

まさるものがある。

アルカリ抽出量とアルカリ泊F費量とは本質的に異なったものである。 とれは前者はア

ルカリ溶液によりi容出する物質の総量を示すが，との測定方法によるアルカリ消費量は

NaOHと理化串的に結合する物質により泊費されたO.lNNaOHの量だからである。

との測定法では， Miiにも述べたように，湯煎上でNaOHを作用せ↓めたのち，試料

の入ったまま醍性側の指示薬を用いて，強酸である HCl;を用いて残存NaOR(D滴定を行

うから，とうして測定されたアルカリ消費量ほとれ喜三次の如く 3部分に分けて考えると，

lと2の和から 3の部分を減じたものである。描i夜について測定したものとは少し異なる。

1. 加熱底理中，化率的に結合したもの

2. 不溶性物質に物理的に結合したもの

3. 滴定中に前二者から離れてHClと結合するもの

-、

電通
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7Jレカリ消費量に影響を反lます諸国子IV. 

組成分の影響

木材腐朽菌は好んで・酸性に殻育し中I'Eの桔義基者三しだいに隈性化するものが多い。

また菌によっては格階'，0)を持l積するととも知られている。筆者等の賓験によって.も腐朽木

材の温水浸出液は，健全材よりも多くのアルカリを消費しているが，とれはすでに古く

A. 

WEHMERめによって指摘されたととである。

アルカリ泊費量はほとんどの場合アルカリ抽出物の長と比例的な闘係にあるカ冶ら，

アルカリ抽出物の

また筆者等c(1.)成分の研究のととろでも I切らかにした

セルロ戸ズやリグエンの分解物が主体であるが，故近 BOSWELL1)等はへミセル

ローズを中心としてとの極アルカリ可i容物の内容をくわιく研究している。筆者等はアル

ルカリを消費するものの主成分はアルカリ抽出物と共通のものである。

内容は多くの人によって研究せられ，

ように，

アルゴールベンゼン必よび、稀アルカカリ消費量にゐよほのす抽出物の影響を見るため温水，

リでそれぞれ抽出した試料について質験したが， その結果は第 10表のようである。

マツ 、 エソマツメシエソ、マツ I• 点

ケ|減!ナミダタケ l減 |A42Lヵ4
u I I Yezomatsu I 1 .1 çl"..v~ua .....， u 1 Yezomatsu 

量|よfbHP??8.J量 iFMend伽|量 よ昂郡田'^量i
tzn， .~ I lαcr抑 wnsl~ J 

FR. . i T. et K. 

無慮理 0.83 I 0 ¥ ;).14 。
Non extraction I V I 

; 0.28 

第 10表 アルカリ消費量におよぽす抽出物の影響一

Table 10. Effect of extractives on volume of巴onsumedalkaline solution 

減減ツ
金
四

マ

刻

、

d

ド

m
却

ト
健
助
伽

u
u
 

溶剤!の報類
Kind of solvent 

。4.27 

1.17 

。3.55 

10.35 

1.26 

2.86 

2.79 

1.88 

oo 
hv 

凸
V

0.15 

0.61 

0.75 

0.68 

アルコール・ペンゼン
Alcohol-benzene 

温水
Hot water 

0.1 N NaOH 

l~;;NaOH 

(MNaOH抽出量)グ
1 % NaOH soluble 

3.10 

3.55 0.72 2.27 1.28 2.28 0.86 0.76 

0.22 

0.07 

(60.;)8) (63.08) (40.45) (9.50) 

とれによってもまたフワレカリ抽H¥物の影響が故太で，温水抽出物がこれにつぎアルコ

またO.lNNaOHによる抽出後も，間朽{ル・ベンゼン抽出物の影響は最も少なかった。

さらに 1%NaOHによって抽出しでもな沿健全材以y木材は健全材よりも泊費量が多c
とれによ

ってアルカリ消費予:が必す‘しも 1%NaOH 抽出物の景に比例しないととを現角干するととが

で・きる。

ナミダタケに必かされたヱゾマツ材はその傾向が著しい。にアルカリ乞泊費し，
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赤腐れ材。セルローズはE再出仕すると

その多くの部分がアルカリ可ii'f'性に饗化しているととからとれがアル

一方自腐れの菌(エゾノコシカケ)

E歩くにセルローズたよぴリグニンについてみると，

とが困難で‘あるが，

カリを消費していることはあきらかである。
《

によって

cellulose 84.75%， 19話NaOH抽出物60.38%)につい単離された白色繊維ilk物九 (Total

のアルカリ消費量:が0.11ccであって

0.1 N NaOHによる十由出

とれよ

トドマツ混合)

非常に小さいのに封してA4のアルカリ泊費量は 4.27ccであり，

後もなむ1.17ccで，抽出された軍合度の低いと足、われる部分はもちろんのとと，

やはりアルカリ乞消費しやすく礎質しているととがうかがわれ

(ヱゾマツ，人絹パルフ。て見ると.，

り軍合度の自iい残存部も，

1.65 c巴(0.1N NaOH) 

また硫陵リグニンのアルカリ泊費量は

(Du からの硫酸リグユン
健全材 Ligninfrom Do 

Sound wood 1 D'uからの硫殴リグ 4 ン
l Lignin from D' u 

る。

みF1.50 cc ( 

グ2.29 cc ( 腐朽木材D'aから¢硫酸リグ=ン
Decayed wood Lignin from D'a 

リグユンも腐朽によってアルカリを消費する性質に務化していること

しかしまだ賓験例がしかし礎化の税度はセルローズの場合に比べると小さいQ

とれらの詳細は今後の研究によって衣第に明らかにするつもりである。

となってたり，

カ;if)カミる。

少ないので，

浦温ならびに測定時聞の影響B. 

反感慮王m筆者等の行っている試料を入れたまま滴定して測定したアルカリ消費量と，

の後吸着試験}j誌の如く描過し， i，慮液につき測定したアルカリ泊費量を比較すると弐のよ

うになっている。

差
Difference 

Volumeof consumed 0.1N NaOH 

吸着試験による | 
アルカリ消費量|
Method of 
adsorption test I 

(cc) 

アルカリ消費量
Author's method 

試料の大きさ
Size of sample 

試料記披
Mark of sample 

(cc) (巴巴}(mesh) 

0.08 

0.61 

0.84 

0.91 0.83 42-100 nυ

の。。。

D

D

D

 

3.75 3.14 42-100 

3.75 

との結果によると雨訟の廷は比較的少なし木粉に稀アルカリを加えて加熱すると，

その一部は化撃的に消費されて，残ったアルカリは木粉の表固または内部に吸着されなが

2.91 100-

U 

とれを施過した描液からアルカリ消費量を計算

その量は化事的、消費量と吸着量の手i1を示すととになる。一方試料を入れたまま抗j

定ずると， i容液ρ アルカリの濃度が舟下するにしたがって千街が破れ，吸若されているア

したがって，らi容液と乎街を保っている。

すると，
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ルカリは次第に浸出して中和される。との1';:;Do 0.08 CC， Ds 0.61 CC， D3 0.84 CCは前述。第

3の部分のうち，泊}定の際分離してHClと結合するものの一部で不溶解物と物理的に結

合した部分左意味する。

また木粉を入れたままで臨酸をと加えると盛光が泊えるが，時間の粧過と共に主!日化運善的

に結合したNaOHが離れるため，指示薬t主将ぴ蛍光を護ずるようになる。さらにとれに

臨酸を加えてアルカリを中和する。とれを繰り越えずと盛光を設するまでの時聞は次第に

長くなり， 2~3 時間j後にはほとんど裂しなくなる。すなわち吸着されていた全アルカリ

が中和され7こからである。とうして測定されたアルカリ消費量D32.39 CC， Du 0.50 ccは液

相むよぴ同相に主として化製的に強く結合したアルカリの消費量で・あって， したがって，

木粉を入れたまま摘定する場合に弱い結合のため分離して食臨とかわる部分で、 D~; 1.36 cc 

(3.75cc-2.39cc)， Do 0.41 ccである。とれでみるとアルカリ消費量は，化率的，物現的

をとわ歩、腐朽木材ρ方が健全材よりも大きいととがわかるρ 最後に検討すべきととは，

木粉を入れたまま滴定すると，活ij)tに要する時間が長くなるほど消費長は少なくあらわれ

るととと，木粉の大きさによってアルカリの浸出に要する時間がちがうととである。第1

0泊定に要する時間ρ影響は D3 (42~1例) mesh)についてみると

50，f少 3.18cc 

3分 3.04cc

6分 2.89cc

となっていて時li¥jco長いほど少なくあらわれているが，平干通消定に要する時間の範皆1

内ではほとんど影響のないととを示している。

第2の貼はさき，1:表示したと必りであり， 42~ 100 meshでは 3.14cc， 100 mesh 以

下の微粉では 2.91ccとなって必り， ft.a-¥料。大きいものが浸出に長時間を要するため泊費

量は大きくあらわれている。 したがって試料の大きさは比較すべきものを同ー・にし，滴定

の時間も品定にするととはのぞましいが，その影響は必歩、しも大きくない。

c. 加熱時間および使用O.lNNaOH量の影響

アルカリ消費量がjm熱時間によって大きな影響を受けるととは第11去によって明ら

かであるが， Ds についてその礎化をみると室温で 1 主夜放置した場合の消費量が1.04~

1.48 ccと低いflttを示して必り，とれを加熱すると 5分fHJで1.57-1.93 ccを消費し， 30分聞

に 3.16~3.33ccに建ずる。その後の増加は加熱時間の長い割合には少ないので，加熱時聞

は30分以上であればとれによる誤主を小さくするととができる。

カ11熱温度の影響は大きいから力11熱僚件を・定にするためには同-湯煎上に，比較する

ものを同時に沿いて加熱するととが望ましい。加える液量は1O~25cc の 11:\1 では大差はみ
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られたいが，とくに多量のアルカリを消費する材も考えられるから，安全互容を見込んで

15 ccとした。との場合は稿、i定に首つては，あらかじめピヘットで0.1N HCIを10ccカnえ

てから残量をミクロピウレツトによって定量ずるのが誼営である。最近 15cc容のホール

ピペットは市販品としてほとんど見官らお:いから，カnえる液量も1O-20ccとするのが好

都合とも考・えられるが， とれば今後多くの腐朽木村について行った結果から決定されるべ

きものと考えられる。

E 

第11表 アルカリ消費量と加熱時間:おびよ加えた 0.1N NaOH量との闘係

Table 11. Relation of volume of巴onsumedalkaline solution to heating 
period and volume of added 0.1 N NaOH 
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D. 吸着試験に準じた消費量測定法

19 

筆者等の行っている簡易関朽度目IJ5.立法のアルカリ消費量の測定は，試料を入れたまま

浴j定を行っているから操作の上で、は非常に簡便で、ある。 しかし少量の試料によって完全な

試験を行うためには滴定を繰り返えす必要がある。すなわち一定時間庭理した後，普通の吸

着試験の場合のように措過してから鴻液の一部をとって‘滴定を行なえば，強液について数

回満了ιを行うととができて失敗もなくなるわけである。 しかしこのように試料。少ない場
合にほとれを一定の大きさに調整するととは不可能で、ある。そとで吸着試験、法にしたがっ

て泊費景を日t屯する場合の試料の大きさが泊費長に沿よぽず影響をしらべたととろ次のよ

うになった。すなわち試料D'sを42-60meshと100"，150meshの 2群に分け，その沿

ρむのから約O.lgを12{同歩、っとり，とれを 1時間庭:r'11してから措過し，鴻液の一部をと

って前j定し，とれからアルカリ泊費量"'i::算出したととろ。

42-60 meshのものは 4.52cc， 

100~ 150 meshのものは 4.62ccを消費した

すなわち木材を入れたまま漏i定ずる簡易腐朽度測定法による泊費量とは反封に細かい

方がわfかで、はあるが消費需:が多くなっている。とれは細粉ほE吸着商の多いためとも考
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えられるが，ほとんど影響ρない純度である。 との結果から腐朽度を判定すべき試料治2少

ない場合には，それをできるだけ細かくしてからアルカリで底班し，強過してその櫨液を

滴定して消費量を測定するととも考慮の徐地がある。

E.考察

との方法は簡易な腐朽度測定法として採用の憤航があると思われるが，賞験の経験か

ら，アルカ F消費量の測定上とくに注意しなければならない黙は衣の3貼である。

1) 比較するものはできるだけ同一湯浴上で同時に加熱するとと。

2) 教が多くて 1回に底理できないときは，加熱の程度(ボイルの駅態)が同じにな

るように詑意するとと。(筆者千手は同時に6筒賓験できる湯浴をfIiいたJ

3) 漏ti5tは電燈の光よりも太陽光線の下(出射でない)で、行ったjjが，盛光ω礎化が

明瞭にみとめられる。

v. 木橋の腐朽診断

木造建築物の腐朽度を判定する上にもっとも大切なことは，楠建物にjJの加わる局

部，すなわち強度に直接影響ナる部分の腐朽度を測定しなければならないととである。 し

かし現に使用中の建物の重要部分に傷をつけるととは，つつしまなければならない。 しか

し腐朽がある耗度進行して危険を伴なうと考えられる場合にはその腐朽度を的確に判定し

なければならないが，臨急:策として三大の方法が考えられる。

ま示、腐朽度を測定しようとする部分にもっとも4条件が近し しかも強度に影響D少な

い小部分を生長錐などを用いて抜きとり，それについて鴎朽度を測定し， さらにそれを基

礎として構遺物の腐朽度を推定するのである。とうじた小材片によっても樹朽度を判定す

ることができるととは，いままでにのべてきたととろであるが，貫際に野外にjないてとれ

をf!f1.(用したととはなかった。そとで筆者川瀬はま歩、最初の試みとしてアルカリの泊費量に

よる樹朽度測定法を木橋の腐朽診断に用いた。とれを次第に改良するととによって，充分

腐朽診断。一方法となしうると考えられるからである。いまだ，まとまった結果はで、てい

ないけれEもととに概略を報告して腐朽度判定上の参考に供し，御批判を仰ぎたいと三与え

た弐第である。

A. 札幌欝林局管内の木橋

北海道の木精の耐用年教は普通.5-7年くらいとされている。昭和 2.5年10月，筆者

は生長錐，薪閉試験管たらびに釘保持力測定器を持って現地在廻り，本橋の'1'匂朽欣態を親

察した。札幌管林局管内に沿いては夕張地方の木橋がことに腐朽著しく，架設後1-2年
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にして，キカイガラグケの子賓休が甚だしく着生する。 との菌による腐朽は内部腐朽であ

って外面は比較的健全にみえる場合でも，すでに内部には空洞を生じ，著しく腐朽の進ん

でいる材もある。 ととに上芦別管林磐の境橋はクレオソ{ト注入による防腐庭理;をほどと

してあるので，注入+[1¥態のわるい材は外観には礎化がみられないけれども，亀裂から位入

した白色が内部を腐朽させて腐朽はかなり進行していた。このような欣態。材は， よほど注

意しないと外観の祇態に幻議されて腐朽度の判定乞誤り目、わ肉災害を生やることがあ

る。とのように調夜現場の紙態から釘保持力による表面の腐朽度測定は困難で、あるので，

もつばらアルカリ泊費量による判定を試みた。との試みは秋田管林局の場合と同級まった

く初期の試みで、あっ℃試料を-~量歩っとるととをしなかったので，告訴jρ 位置の判

定，精蹄な容干j'(車の測定などを行いえや，参考資料としての憤値を低くしているが，その

後の改良には役五っところ大であった。調査の結果を一覧去にすると第 12-15去のよう

になっている。な3な;試料は表面から!順次呑披を附したものである。またアルカリ泊費量の

平均は，全アルカリ泊費量/試料金主量，でフk分も同松にして算出した値で、ある。

第 12表木橋の腐朽調査
，Table 12. R倒 lltsof det息問liningthe decay grade of wooden bridge 

採Si取tu材atiのon位o置f アルカリ
タト 観試料番競 picked sample 水分 泊費量-B 備 考

Volume of 
Mark of 

Les材anm料gtp長h le of 
深さ VolumeI Moist-I consumed External 

Sample Deoth I wei晶ght U e l||0.1N cNc)aOHl I | 
appearance Note 

(mm) (mm) I I (%i I (Color) 

A-l 約35 ，...， 35 2.99 表m面m腐軽朽鑓， 20 エゾマツ

2 40 35-75 0.38 22.03 1.73 健 金 大:夕張S営林署

3 25 75-100 0.38 26.70 1.40 グ 昭和 19年 7月

4 40 100-140 0.59 21.80 0.82 グ 伐中採央架の設腐朽， 桁の

5 35 140-175 0.47 21.30 1.36 1部将.獲
と思われる部中期分

を抜きとった。
6 33 175-208 0.47 18.45 0.91 健 金

7 17 208-225 0.52 19.23 1.43 車室 境

Average [川 1.45 

B-l 腐 朽 エゾマツ

2 37 灰 境 |犬夕張管林署

3 

4 
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タト 観

External 
備考

;;;IL lLY1地appearance Note 

D-l 36 -36 I 0.39 

2 ~lO 36-66 0.42 

3 45 66-111 0.49 

4 最り30 111-141 

5 21 141-168 0.38 

1.71 

30.54 2.96 

26.71 425 

29.58 323 

3220 2.98 

(Color) 

7mmの問得
色樹脂

一部褐媛

灰全褐， 1/2は健

微 手荷

/t 手島

グ

グ

ヰムi- l -l-lmI 3.07 
E-1 13 - 13 0.40 25.04 1.53 タ 平時 黒

64凶1・ 最守10 13-23 27.00 3.93 禍 黒

42 23-65 0.40 26.12 1.55 部分的にタ禍
黒徽禍

4 40 65-105 0.39 2388 1.27 |微 宇品 黒
5 25 1ω~瑚 0.44 凱制 118 |徹 灰

6 52 130-]82 I 033 I 22.85 I 1.90 I ~í 手持

7 25 182.-207 I 0.42 I 21.64 I 1.22 健 金

平均|
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第13表木橋の腐朽調査

ェ〆マツ

犬夕張管林署

昭和23年架設，
表面は健部全と忠
われた分。

エゾマツ

大夕張S営林署

昭和比19較年的架腐設朽， 
桁の
の~ないよ U引先
況の郎分。

Table 13. Result of dete四niningthe de氾aygrade of wooden bridge 

i 採取材の位置
| Situationぱ ~-c-"'_-r.， i アルカリ| 外 観

試料若干披 pickedsampl巴 |容積重;l水 分|消費量幽Bi1-ーナ 1 | |volumぱ| 備考
IT '7' ~1.__ ! 1I.fT l.fU.lUJ.UtJV.Ll Exte酬明l

批判L器flLilな官官tl府組 ap…e Noぬ

1 (mm) 1 (mm) I (%J I 巴巴 (ColorJ

F-1 I 22 -20 I 040 I ]4.49 I 1.24 健 全 IF一工:境橋

2 I 17 20-40 I 0.36 18.06 I 1.04 グ|

T 

./， 
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.'， 

採取材の位置
Situation of アルカリ $'1、 観試料香焼 picked sample 容積重 水分

V消01費um量e"B of 

臨晶皿品pt。ef』S材na料gm凶p長h。f|l| 拘w 命c 

Volume Moist司 ωnsumed External 

weight ure O.lNNaOH 
appearance 

Depth 

(mm) I (mm) (%) (c巴) (Color) 

F-3 25 1.47 局音1¥的黒境

4 22 60-90! o.:n 20泊 1.47 健 金

5 車~20 90-110 I I 20.96 1.96 節 色

6 来旬 8 -110- I 2652 8.83 ? 微 黒 色

7 約20 110-130 ' : 56.06 3.46 ? 健 金

8 30 130-160 I 0.31 21.16 1.89 グ

27.47 I 227 Average 

備考

Note 

上芦別管林署

昭和17左手架設，
腐朽によって生
じた亀裂の泣く
の部分。

G-1 I 20 ~2010.45 I 19.23 I 1.87 I 1 'il'i¥黒境

2 I 最旬40 I 20-60 I I 30.57 I 3.16 腐朽
亀裂先端，子賞

3 約20 I 60 - 80 I I 55.85 I 1.63 ! 1 認得色 体着生附足。

4 I 50 I 80-130! 0.40 I 19.39 I 0.94 健全

5 I 50 I 130-180 I 0.32 I 18.94 I 1.77 I 1部黒伺色

6 I 25180-210 I 0.3516.771.07 健全

ぷみl I -1…I ] 
H-1 10 - 10 0.50 18.81 0.75 健

2 高~30 10-40 32.43 359 黒

-、1 20 40-60 0.35 30.09 3.62 ィ、

4 37 60-100 0.33 23.62 0.95 fτ4b3t' s 

5 32 100-130 0.3ミ)、9， 21.91 0.89 健

6 28 130-160 0.37 2281 1.21 

7 27 160-180 0.39 20.00 1.17 1 

8 20 180-200 0.34 25.32 3.57 手局

σ
り

一

ヒ

部

と

一

-
生
々
ざ

0

一

者
は
分

4
体
を
部

ru
賓
れ
の

子
こ
そ

全

褐

褐

線

全

褐

閥

グ

微品
川

↑

|九一
川

町

一

2

一、1

1-1 50 表面-50 0.53 12.82 
クレオソート

完全性入

2 46 50-100 0.44 15.89 
30 mmクレ

同 上
オソート注入

3 38 100-130 0.38 21.10 0.96 健 金
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採Si取tu材.atiのon位o置f 
アルカリ

試科書t~虎 picked sample i伯・費量-B
タト 観

備 考
Volume of External Mark of 

LeS材namg料tph長le of 
Volume Moist- ωnsumed 

Sample 深さ weight ure 0.1NNaOH appearance Note 
Depth 

(mm) (mm) (%) (cc) {白，lorJ

1-3 38 100-130 0.38 21.10 0.96 健 弓E クレオソート;6'

4 30 130-160 0.35 19.65 1.80 11 
よく注表面入されて
おり からは

5 ‘。Je。p 160-200 0.39 28.25 1.08 グ 会〈腐朽のおそ
れがないと思わ

6 35 200-230 0.33 57.36 1.15 If れた材。

I 0.41 I叫Average 

句
、寸会

第 14表木橋の腐朽調査

Table 14. Results of determining the de巴aygrade of wooden bridge 

採取材の位置
節団tionof 

試料番波 picked路 mple

Mark of I材料長 | 押 々

加 pleIL調 eOf[Th判
(mm) I (mm) 

アルカリ

I _L .7¥. I 泊・費量-B
容積重|水分 |vo111Ineof

Volume I Moist-I^C?~~~~~ 1 .. ~~~:u- 10.1 N NaOH 
eight I ure IV'~I-;;ti~~ 

(%J I (∞) 

40.15 3.47 

59.66 2.59 

48.34 4.37 

3.45 

1.45 

2.26 

2.81 

2.24 

2.27 

K-1 1 

44eJ -I - J -J 

'
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Q
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4
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L
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第15表木橋の腐朽調室
Table 15; R唱isultof determining thedecay gr:必eof wooden bridge 
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去によってみると，まや，アルカリ、消費量は外観の腐朽欣態とほぼ一致して外蹴の腐

朽の士住んだものが消費量も多いととを示している。腐朽の程度はそれぞれの深さにたいて

異なり全く不規則である。健全と足、われる部分で比較的消費量の多いものがところどとろ

みられるが，とれは腐朽によるもりか， あるいは材。特性かは明らかでないので今後の検

討を要する。水分の分布は表面から内部に規則的な鑓化はみられないが，表中の全測定値

を組、合してアルカリ泊費量の多い順にならべ， とれをそれぞれ3cc以上， 2.99~2.00 ∞， 

1.99~ 1.00 CC， 1 cc以下の 4部分に分けてそれぞれの平均をとると， 34.70%， 30.12%， 

21.52%ゐよび、29.72%となり， j号沿よそ腐朽程度の順になる。とのととはすでに腐朽木

材の成分2)のととろでも述べた。
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B.秋田醤林署管内の木橋

秋田皆林局管内で調在した木橋はすべてスギ材であったが，耐m年限が前者の 2-3
f喜にむよんでいるととはエゾマツやトドマツの場合と異なる賄で、ある。調査方法は札幌皆

林局で、行った方法と全く同じである。主主主示との調査は昭和25年9月行ったものである。

ズギの腐朽木材については成分とアルカリ消費量との闘係は明らかで、ないが，腐朽す

るにしたがってアルカリ抽出物の量が増加し刊 したがってアルカリ泊費量も増加すると

とが考えられる。北海道にゐけるエゾマツやトドマツの場合のように，子賞体のついてい

るものが少なく，その腐朽がいかなる菌によるもりかは明らかにしえなかったが，腐朽
‘、

型はほとんど赤腐れで、あった。試料はできるだけ腐朽の杭度を代:長しうると思われるとと

ろからとったが，空洞や亀裂部はさけているので健全部分に偏したうらみがないわけでな

い。 その結果 1孔(小材片2-7片)ごとの平均アルカリ泊費量(cc)はr.うi特橋(昭和 5

年):1.76-1.01で小片の故大2.27-批小0.77，ぷ1'''津二蹴柿(昭和18年):1.35 -0.79，故た

2.85-故小0.48，根森田橋(昭和11年):1.34-0.78，最大 1.89-故小 0.22，また昭和18~~'..柿

強の部材は 0.91"'0.72，拡大1.00"，故小0.54で一般に低い航を示している。同部的に出iい

fi主のものでも故高2.85ccでるって，エyマツやトドマツの鴎朽木材にくらべると非常に

少なく，その教も 87小片の中 2cc以上のものがわ歩、か 311司で、あった。

水分の分干fjも全般的には規則的で、泣いが，アルカリ消費量:の 1cc以上の 44片と， そ

れ以下のもの 43 片の 2 群に分けると，前者の平均は 42~33%，後者は 38.66% とやはり腐

朽度の高いものが多くなっている。とれはエゾマツやトドマツにくらべて非常に多協で

ある。

C.考察

最後に木橋の鴎朽を線、合してみると

1) スギ材の耐朽性はエメマツやトドマツにくらべて高く (とれは北島めの寅験の

結果と一致する)，たとえ局部的に腐朽が進んだものでも残存部はほとんど健全般態のまま

でるって，スギ材の腐朽で外観ではエゾマツやトドマツと同じ程度の場合であっても， よ

く強度を保っているわけである。

2) 水分合有率のf頃向は腐朽の進んだものほど高く， スギの場合もヱyマツやトドマ

ツの場合と同じである。

3) スギのように心材色の濃いものは，腐朽の程度を色によって判断することはむや

かしいが，アルカリ泊費量によれば判定できるものと，官、bれる。

.〆
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VI.摘要

1. 木材の腐朽の耗度を簡単に知る方法のーっとして稀アルカリの泊費量による簡易

腐朽度測定法を案出しアこ。そのjj法は木粉O.lgに 0.1N NaOH 15 ccを加え， とれを湯煎

上で一定時rm(30分以上)加熱したのち盛光指示薬(ウラニン)を用いて、泊費されたアルカ
リの量を滴定し，その敢1i良から木材の腐朽度を簡易に測定する方法である。 とれによると

木材は腐朽の進んだものほど多量のアルカリを消費する(第1表~第9去、，化製分析の結

果と封照して腐朽度判定の指針とするに見るととがみとめられた。

2. との腐朽度測定法を木橋の腐朽診断に臆用を試みた。その結果はかなら歩、しも規

則的でなかったが，測定訟をさらに信用度の高いものとするのには役立った。(第 12表~

2f05表)
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VIII. Summary 

A method for determining the degree of wi∞d decay was investigated. 

Experimental methα1 

Approximately 0.1 g of ground wood is placed in a 100 cc Erlenmeyer flask and 
15 cc of 0.1 N NaOH are added. It is h回 tedon a boiling water 加thfor fixed time 
(more than 30 minutes). After c∞ling， alkali is titrated with 0.1 N HCl， using 0.1% 
uranin solution出 indica句，rand the volme of consumed 0.1 N NaOH on basis of 0.1 

g of wiαxl is calculated. 

Result 

By this method the more WIα泊 wasdecayed， the more alkali was consumed 
(Table 1-9). 

The authors tried to determine the degree of decay of bridge timbers and the 

results were alm凶tall agreed with the expectation. This method was applicable 
to determining the degree of wαxl decay. 


